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1. はじめに 

本稿では、学術情報処理センターで利用できる e-Learningシステム「WebClass」[1]を用
いて教材を作成し、授業を行いましたので、その紹介を行います。 
 

2. WebClassとは 
IT技術の発展・普及の流れの中で、コンピュータネットワークを活用したオンライン教育
方法として e-Learningが普及しつつあります[2]。こうした e-Learningシステムを用いるこ
とにより、教材の作成や再利用、あるいは学生の進捗状況の把握や成績管理などを容易に行

うことができ、教員の負担の軽減や教育効果の向上が期待されます。今回紹介するWebClass
は、株式会社ウェブクラスが提供する Linuxベースの学校向け、特に大学での利用を想定し
て開発された e-Learning システムで、以下の５つの特徴がうたわれています。①Easy：多
くの方が「簡単に」使えること ②Speedy：これまでの手間を減らして「敏速に」出来るこ
と、③Flexible：大学の既存システムと「柔軟に」連動できること、④Convenient：すぐに
使える「便利な」教材があること、⑤Cost：最小の「費用」で最大の教育効果を上げること
[1]。 
 

3. 授業形態とWebClassの導入 
今回 WebClass を利用した授業は、情報学実験 III という知能情報システム学科３年次生
対象の実験科目で、Prolog言語を用いた論理プログラミングの実習を行っています。従来は、
こちらであらかじめ用意したテキストを印刷して配布し、授業時に教員が学習内容の説明を

行った後、各自がテキストを読みながら学習を進め、課題を解き、レポートを提出する（５

回）というものでした。テキストは LaTeXで作成し、授業での説明にはマイクロソフト株式
会社の PowerPoint のスライドを使用してきました。また、学生への指示の徹底や過去の資
料の閲覧などのために、この科目専用のWWWページを別途作成し、授業を行ってきました。
このWWWサーバには、毎回の授業の内容理解確認のための小テストも用意していました。 
 
今回WebClassを利用するにあたり、テキストを PDF化し、また毎回の授業の説明に用い
ていた PowerPointのスライド、および、WWWサーバでの資料をすべてWebClassの中の
教材へ取り込みました。小テストは、CGIを用いたクイズでしたので、そのままではWebClass
の中では使えず、WebClass の中の問題作成機能を用いて作り変えました。新規に追加した
コンテンツは、学生からの授業評価および意見を集めるためのアンケートです。また、シス



テムを利用するためには、システムを利用する学生の登録が必要ですが、受講者の学籍番号

の一覧を CVS 形式のファイルで作成、それをアップロードするだけで終わりです。認証は、
学術情報処理センターの IDとパスワードで認証されます。 
 

4. WebClassを利用した授業の流れ 
毎回の授業の流れは次のとおりです。まず最初に授業内容や連絡事項・注意事項を説明し

た後、学生は、各自のノート PCから、WebClassにアクセスして、テキストに沿ってそれぞ
れのペースで授業を進めます。すべての授業に、授業内容の理解のための小テストが用意さ

れ、それを行って授業内容の理解の確認を行い、最後にアンケートに答えるようにしました。

また、授業の節目節目（テキストの節ごと）に全部で５回のレポート提出があります。これ

も受講生各自が自分のノート PC で Word 等のソフトを用いて作成し、それを WebClass を
用いてオンラインで提出します。 
 

5. 実際の授業で用いた画面のサンプル 
ここでは、具体的なイメージがわくように、いくつかの画面を紹介したいと思います。 

5.1 学生編 

 

図１：ログイン直後の画面。該当の授業内容を選択し、シナリオに沿って学習。 



 
図２：テキスト表示画面。PDFで提供されたオンラインテキストで学習。 

 
図３：小テスト画面。毎回の授業のまとめの小テスト。選択式と穴埋め式が可能。 

 



 
図４：小テスト採点画面。自動採点され結果および評価が表示。 

 
図５：レポート提出画面：自分の PC で作成したレポートを参照して選択してレポート提出
ボタンを押すと、レポートが提出。 
 



5.2 教員編 
 

 
図６：進捗状況管理画面。学生の学習状況を一覧表示。 

 
図７：成績管理画面。課題ごと、および個人ごとの成績管理が可能。 
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図８：レポート採点画面。提出されたレポートをクリックしてファイルを選択し、 
ファイルをダウンロードして採点。 

 
図９：アンケート集計画面。アンケートの結果も自動的に集計。 
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6. WebClassのメリット 
実際にシステムを使ってみて感じたことですが、事前に想像した以上に簡単で便利でした。

大部分の教材が従来の教材をそのまま（あるいは少し変更して）WebClass の中に取り込ん
だものです。はじめてシステムを使ってから２週間足らずで教材の準備を終えることができ

ました。そして、大きなメリットが学生の進捗状況の把握と成績管理です。ログインはもち

ろん、どの教材をいつ、どれくらい見たのかなどがすぐにわかりますので、誰がどのあたり

まで進んでいるのか、あるいは止まっているのかがわかります。毎回の授業の小テストの結

果もすぐに自動採点されるだけでなく、得点の情報も得られて、学生の理解を把握するのに

役立ちます。こうした学生の学習活動の履歴あるいは理解のきめ細かい記録は、e-Learning
システムならではです。学生にとっても、テストの結果が瞬時に見ることができるので、結

果の見直し効果もあるといえます。レポートもオンライン提出です。提出の記録が残るだけ

でなく、採点結果やコメントもすぐに学生に通知されます。さらに、ファイルで提出するた

めにカラーも使え、学生のレポートも見やすく工夫されるようになったと感じました。採点

を行う教員から見ても、レポートボックスにレポートを取りに行ったり、提出のチェック作

業の負担が減り、自分のコンピュータでレポートの採点ができますし、もちろんレポートの

得点データも容易にダウンロードできます。また、これまでの授業では、学生とのコミュニ

ケーションは、授業中の対話や電子メールによるものがほとんどでしたが、WebClass を用
いることにより、ふだんはあまり発言のない学生でも、アンケートの中の自由意見などシス

テムの中では活発に発言する例も見られ、学生とのコミュニケーションも向上したと感じて

います。WebClass には授業内容をあらかじめすべて公開してあります。やる気のある学生
はあらかじめ予習して先に進みますし、欠席あるいは復習のためにもコンテンツは活用され

ており、こうした教育効果もメリットのひとつだと考えています。また授業中に学生の反応

などに応じて臨機応変にダイナミックに教材を追加、修正できることもメリットだと思いま

す。 
 
利用に際して、十分満足とは必ずしも言えない部分もあるものの大きな不都合はなく、ま

た学生の評価もおおむね好評でした。アンケートの自由意見として学生からは、提出したフ

ァイルが読めないといわれて困る（ファイル名に日本語を使用してもほとんど問題ありませ

んが、仕様対象外であり、たまに読めないことがありました）、家からでも使用したい（現在

は学内のネットワークのみ使用可）、反応が遅いあるいはネットワークが切れるなどによりス

トレスを感じる、画面だと紙に比べて見づらい、という意見が若干聞かれました。また

PowerPointのスライドを HTML化して提示しますので、アニメーションなど動きのあるス
ライドを見せることができないという若干の制約はあります。



 
7. おわりに 

今回紹介したWebClassのような e-Learningシステムを導入すれば、劇的に授業が改善さ
れるというものではないと思いますし、どのような授業でも e-Learningで行ったほうが良い
というものでもありません。しかし、学生の進捗状況や理解度の把握、教材のデジタル化に

よる再利用、容易な追加・変更など、授業を行う上で便利な機能が利用できるようになりま

す。また授業改善に必要な学生からの意見もオンラインアンケートにより収集して集計する

ことができます。教材をすべて WebClass に入れて、WebClass 中心で授業を行うこともも
ちろん可能ですが、授業を WebClass にあわせるのではなく、それぞれの授業で有効に使え
る機能を取り入れて使用するという視点から、WebClassのような e-Learning システムの導
入を検討してみるというのもひとつの選択だと思います。 
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